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石
田
正
治
著

「
愛
郷
者
伊
波
普
猷

i
戦
略
と
し
て
の
日
琉
開
祖
論

i」

(
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
二

O
一
O
年
、
六
回
O
頁
十
索
引
一
七
資
)

沖
縄
は
、
薩
摩
藩
の
「
植
民
地
」
時
代
か
ら
在
日
米
軍
慕
地
の
集
中

す
る
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
日
本
の
最
底
辺
に
お
か
れ
、
「
孤
島
苦
」
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
過
酷
な
現
実
に
、
沖
縄
の
言
論
人
た
ち
は
ひ

と
り
向
き
合
い
、
「
ヤ
マ
ト
と
沖
縄
」
の
あ
る
べ
き
関
係
を
模
索
し
続
け

て
き
た
。
著
者
は
、
か
れ
ら
の
思
索
的
営
為
に
、
臼
本
の
近
代
を
照
射

し
、
そ
れ
を
関
い
直
す
豊
か
な
可
能
性
を
見
る
。
前
著
の
大
国
務
敷
に

続
い
て
、
今
回
考
察
の
対
象
と
な
る
の
は
、
同
じ
く
沖
縄
を
代
表
す
る

知
識
人
・
伊
波
普
猷
の
思
想
で
あ
る
。
沖
縄
人
と
し
て
の
「
穣
族
的
自

尊
心
」
を
も
っ
愛
郷
者
で
あ
る
伊
波
は
、
い
か
に
し
て
臼
琉
同
祖
論
を

主
張
し
、
日
本
へ
の
同
化
を
説
く
「
愛
郷
主
義
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

へ
と
い
た
っ
た
の
か
。
本
書
は
、
伊
波
が
執
筆
し
た
間
膨
大
な
テ
キ
ス
ト
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を
、「
伊
波
の
感
情
表
現
に
で
は
な
く
、
言
説
の
論
理
構
造
に
注
目
」し

な
が
ら
丁
寧
に
通
読
す
る
こ
と
で
、
こ
の
問
い
を
解
き
明
か
そ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

本
書
に
お
い
て
は
、
伊
波
の
思
想
的
発
展
・
深
化
は
三
期
に
区
分
さ

れ
る
。
伊
波
が
郷
土
研
究
に
情
熱
を
注
い
だ
第
一
期
（
明
治
三
〇
年
代

半
ば
〜
大
正
半
ば
）、「
啓
蒙
運
動
家
」
と
し
て
沖
縄
の
現
状
と
格
闘
し

た
第
二
期（
大
正
半
ば
〜
大
正
末
期
）、
そ
し
て
、
柳
田
國
男
や
折
口
信

夫
に
触
発
さ
れ
、「
純
然
た
る
一
学
究
」
に
立
ち
戻
っ
た
第
三
期
（
大
正

末
期
〜
敗
戦
前
）
で
あ
る
。
こ
の
時
期
区
分
に
沿
い
、
本
書
は
三
部
構

成
を
と
る
。
以
下
、
各
部
の
概
容
を
示
す
。

第
一
部
「
日
琉
同
祖
論
と
沖
縄
人
の
個
性
」
で
は
、
伊
波
の
代
表
作

の
ひ
と
つ
『
古
琉
球
』
を
中
心
と
す
る
分
析
に
よ
っ
て
、
彼
の
思
考
の

主
題
が
提
示
さ
れ
る
。『
お
も
ろ
そ
う
し
』や
琉
球
史
上
の
偉
人
｜
｜
向

象
賢
・
蔡
温
・
宜
湾
朝
保
ら
｜
｜
に
か
ん
す
る
研
究
を
と
お
し
て
、
伊

波
が
読
者
に
訴
え
よ
う
と
し
た
こ
と
、
そ
れ
は
、「
ヤ
マ
ト
人
の
支
族
で

あ
る
沖
縄
人
は
政
治
的
に
も
文
化
的
に
も
ヤ
マ
ト
人
に
劣
ら
な
い
資

質
」を
有
し
て
い
る
が
、「
沖
縄
人
は
ヤ
マ
ト
の
支
配
権
力
と
の
良
好
な

関
係
な
し
に
は
繁
栄
を
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
」、
だ
か
ら
こ
そ「
日

本
帝
国
に
統
合
さ
れ
た
い
ま
、
薩
摩
支
配
下
で
形
成
さ
れ
た
心
性
と
文

化
を
清
算
し
、
沖
縄
人
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
つ
日
本
人
」
に
な
ら

ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、「
日
琉
同
祖

を
基
盤
と
す
る
同
化
論
」
は
、
沖
縄
人
が
自
尊
心
を
回
復
し
「
個
性
」

を
発
揮
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
「『
唯
一
の
』
手
段
的
位
置
」
を
占
め

て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
「
伊
波
の
中
で
〔
同
化
論
は
〕

個
性
論
と
一
体
化
し
て
い
た
」
の
で
あ
る
。
続
く
第
二
部
・
第
三
部
に

お
い
て
は
、
こ
の
「
個
性
論
」
と
「
同
化
論
」
と
い
う
主
題
の
変
遷
が

丹
念
に
た
ど
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

第
二
部
「
蘇
鉄
地
獄
の
な
か
で
」
に
お
け
る
分
析
の
主
な
対
象
は
、

伊
波
が
、
沖
縄
の
経
済
的
困
窮
や
自
身
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
変
容
を

経
験
す
る
な
か
で
執
筆
し
た
寄
稿
論
文
で
あ
る
。
伊
波
は
こ
の
時
期
、

河
上
肇
の
社
会
改
良
論
の
ほ
か
、
フ
ロ
イ
ト
の
ト
ラ
ウ
マ
論
や
シ
ュ
ラ

イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
の
環
境
決
定
論
に
親
し
み
、
そ
の
思
想
を
「
一
大
転

換
」
さ
せ
た
と
言
わ
れ
る
。
だ
が
、
著
者
に
よ
れ
ば
「
転
換
」
の
内
容

は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
著
者
は
、
第
二
期
に
執

筆
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
、
第
一
期
と
細
か
く
比
較
し
、
あ
る
い
は
伊
波

の
教
会
活
動
・
社
会
活
動
に
照
ら
し
な
が
ら
読
み
解
く
こ
と
で
、
伊
波

の
「
同
化
論
」
か
ら
優
生
学
的
議
論
が
払
拭
さ
れ
た
と
い
う
「
転
換
」

を
析
出
す
る
と
と
も
に
、
一
方
の
「
個
性
論
」
に
か
ん
し
て
は
、「
神
と

の
関
係
に
お
い
て
も
帝
国
と
の
関
係
に
お
い
て
も
」、本
質
に
お
い
て
連

続
性
を
保
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
三
部
「
沖
縄
人
の
共
同
体
」
で
は
、
柳
田
や
折
口
と
の
交
流
を
契

機
に
、
学
的
情
熱
を
取
り
戻
し
た
伊
波
が
世
に
問
う
た『
琉
球
古
今
記
』
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や
『
日
本
文
化
の
雨
漸
』
を
ゆ
心
に
、
考
察
は
す
す
め
ら
れ
る
。
傾
倒

す
る
柳
田
民
俗
学
と
、
し
か
し
そ
れ
と
は
必
ず
し
も
整
合
し
な
い
白
論

と
の
は
ざ
ま
で
、
伊
波
に
よ
る
「
日
琉
同
祖
論
の
蓋
然
性
を
歴
史
的
文

化
的
次
元
か
ら
論
証
し
よ
う
す
る
試
み
」
は
、
と
き
に
牽
強
付
会
の
様

相
さ
え
皇
し
な
が
ら
、
複
雑
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
。
著
者
は
、
そ

れ
ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
読
み
ほ
ど
き
な
が
ら
、
伊
波
が
、
最
終
的
に
は
、

「
大
東
亜
共
栄
閣
の
実
現
」
に
「
同
祖
で
あ
る
沖
縄
人
」
も
寄
与
せ
ね

ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
す
る
に
奈
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

終
章
「
廃
櫨
に
た
っ
て
」
で
は
、
伊
波
が
戦
後
に
著
し
た
テ
キ
ス
ト

を
見
る
こ
と
で
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
言
説
の
装
い
で
語
ら
れ
た
〔
伊

波
の
〕
日
琉
同
担
論
が
、
愛
郷
主
義
の
戦
略
で
あ
っ
た
」
こ
と
が
改
め

て
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
う
え
で
著
者
は
、
「
開
化
論
」
に
表
出
す
る
伊
波

の
思
想
的
限
界
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
伊
波
の
「
個
性
論
」
が
秘
め

る
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
求
め
る
同
質
性
の
枠
組
を
、
よ
り
緩
や
か
な

寛
大
な
も
の
に
す
る
」
可
能
性
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

著
者
に
よ
る
解
読
は
、
伊
波
の
遺
し
た
テ
キ
ス
ト
の
棺
関
関
係
や
、

執
筆
時
の
社
会
的
・
個
人
的
状
況
、
あ
る
い
は
伊
波
が
考
『
祭
の
糠
に
し

た
史
料
・
文
献
等
に
も
尽
を
配
り
な
が
ら
、
漸
進
的
に
す
す
ん
で
い
く
。

そ
の
必
然
の
結
果
と
し
て
、
本
書
は
六

O
O頁
を
超
え
る
大
部
と
な
っ

た
。
と
は
い
え
著
者
の
企
て
、
す
な
わ
ち
、
「
説
明
抜
き
の
断
定
や
論
理

の
飛
躍
」
が
散
見
さ
れ
る
伊
波
独
特
の
文
章
の
行
聞
を
遂
一
埋
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
彼
の
思
索
の
全
体
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
企

て
は
、
確
か
に
成
功
を
収
め
て
い
る
。
本
書
が
ニ

O
一
0
年
度
伊
波
普

猷
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
、
そ
の
ひ
と
つ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。
(
山
中
頭
紀
)
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